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平
成
29
年
度
当
初
予
算
案
は
、
市
税
収
入
が
67
億
６
６
２
４
万
円
（
前
年
度
比
１
・
２
％
増
）、
地
方
交
付
税
は
29
億
７
８

０
０
万
円
（
前
年
度
比
４
・
９
％
減
）、
地
方
消
費
税
交
付
金
10
億
２
６
０
０
万
円
（
前
年
度
比
０
・
４
％
減
）、
国
庫
支
出
金

35
億
６
８
７
２
万
円
（
前
年
度
比
２
・
３
％
減
）、
ま
た
、
市
債
は
12
億
４
７
０
６
万
円
（
前
年
度
比
39
・
０
％
減
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は
３
億
円
（
大
幅
増
見
込
み
）。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
５
日
間
に
わ
た
っ
て
審
査
し
ま
し
た
。

さらなる市民サービスの向上を！！ 平成 29 年度
一般会計予算
可　決

（前年度比 0.2％増）
196 億 7,359 万円

　
西
鉄
路
線
バ
ス
の
運
行
補
助
は
、
前
年
度
よ
り
１
０
４
万
円

の
増
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
の
減
便
と
廃

止
路
線
が
あ
る
こ
と
に
対
す
る
運
行
計
画
へ
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
れ
を
補
完
す
る
地
域
移
動
サ
ポ
ー
ト
補
助
の

改
善
点
に
も
質
疑
が
及
び
ま
し
た
。

問　

減
便
に
な
っ
た
理
由
は
。

答　

運
転
手
の
休
憩
時
間
確
保
、
労
働
環
境
改
善
の
た
め
、
西

鉄
本
社
か
ら
提
示
。

問　

運
行
補
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

答　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
古
賀
市
に
合
う
も
の
を
今
後
も

検
討
し
て
い
く
。

問　

地
域
移
動
サ
ポ
ー
ト
を
利
用
す
る
時
は
一
人
で
乗
っ
て
も

い
い
の
か
。
ま
た
、一
人
何
回
ま
で
な
ど
の
ル
ー
ル
は
あ
る
の
か
。

答　

市
内
移
動
に
限
る
が
、
一
人
乗
り
で
は
だ
め
だ
と
い
う
こ

と
は
な
い
。
年
間
の
一
人
あ
た
り
の
回
数
は
、
地
域
で
決
め
て

い
る
。

問　

地
域
移
動
サ
ポ
ー
ト
利
用
に
つ
い
て
の
周
知
は
。

答　

区
長
会
な
ど
で
周
知
し
、目
的
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

限
度
額
も
あ
る
こ
と
か
ら
地
元
で
説
明
。

　
情
報
を
整
理
し
、ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
刷
新
。
レ
イ
ア
ウ
ト
・

写
真
な
ど
、
よ
り
見
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
が
よ
り
使
い
や
す
い
よ
う
、
文

字
サ
イ
ズ
、
色
な
ど
を
工
夫
し
ま
す
。

路
線
バ
ス
運
行
補
助�

４
１
５
２
万
円

地
域
移
動
サ
ポ
ー
ト
補
助�

１
０
０
万
円

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
事
務
費�

５
６
０
万
円

コンビニ交付手数料
64万円

ふるさと愛護事業費
１億7,635万円

地域猫活動団体補助
30万円

　マイナンバーカードを使って、古

賀市内の端末機があるコンビニ 14

店舗で、住民票・戸籍の附票の写し・

戸籍証明書・印鑑証明書が発行でき

るようになります。

　ふるさと納税の返礼品として、古

賀市の特産品を贈る事業。古賀市の

特産品や企業の PRにつながり、販

路拡大につなげます。

　公募型補助金の終了に伴い、引き

続き市民とともに取り組む事業。地域

住民やボランティアと連携した地域猫

活動として、飼い主のいない猫の不妊

去勢手術費用の一部を補助します。

公
共
交
通
に
よ
る
市
民
の
移
動
手
段
の
確
保
を

市
の
Ｈ
Ｐ
を
見
や
す
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
・
ま
つ
り
古
賀
に
お
い
て
市
制
施

行
20
周
年
に
係
る
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

問　

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答　

こ
れ
か
ら
、
ま
つ
り
古
賀
の
実
行
委
員
会
・
体
育
協
会
・

文
化
協
会
に
て
決
め
て
い
く
。

市
制
施
行
20
周
年
事
業
費�

２
１
０
万
円

古
賀
市
市
制
施
行
20
周
年
事
業
は

　
災
害
対
策
な
ど
の
強
化
を
図
り
、
安
全
で
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。
指
定
避
難
所
で
災
害
種
別
の
サ
イ
ン

表
示
や
、
防
災
士
資
格
取
得
の
費
用
を
一
部
、
補
助
し
ま
す
。

災
害
対
策
費�

２
９
８
万
円

災
害
に
強
い
ま
ち
に

一
般
会
計
予
算
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さらなる市民サービスの向上を！！
　
受
診
率
向
上
の
た
め
、
特
定
健
診
が
ワ
ン
コ
イ
ン
（
５
０
０

円
）
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
が
ん
検
診
の
自
己
負
担
も

改
訂
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
話
で
の
申
し
込
み
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
事
業�

３
２
０
５
万
円

が
ん
検
診
事
業�

２
７
８
４
万
円

ワ
ン
コ
イ
ン
健
診
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
今
年
度
か
ら
、
し
し
ぶ
児
童
セ
ン
タ
ー
が
利
用
開
始
と
な

り
、
３
中
学
校
区
全
て
に
児
童
セ
ン
タ
ー
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
安
心
の
居
場
所
も
増
え
ま
す
。
ま
た
、
千
鳥
児

童
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
し
し
ぶ
児
童
セ
ン
タ
ー
に
も
学
習
支
援

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
１
人
配
置
し
ま
す
。

居
場
所
づ
く
り
事
業
費�

１
３
７
６
万
円

子
ど
も
た
ち
が
安
心
で
き
る
居
場
所
に

　
保
育
士
の
負
担
軽
減
、
離
職
防
止
を
図
る
た
め
、
知
識
・
技

能
が
あ
る
保
育
補
助
者
を
雇
い
、
保
育
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

私
立
保
育
園
運
営
補
助
事
業

�

保
育
補
助
者
雇
上
強
化
事
業
補
助

�

１
２
６
０
万
円

働
く
子
育
て
世
代
の
大
き
な
味
方
に

当　

初　

予　

算

会　　計　　名 29年度予算額（万円）28年度予算額（万円） 増減額（万円） 増減率（％）
一　般　会　計 196億 7,359 196億 3,364 3,994 0.2
住宅新築資金等貸付事業特別会計 838 448 389 86.9
国民健康保険特別会計 71億7,251 70億 5,917 1億 1,334 1.6
後期高齢者医療特別会計 7億1,624 6億 5,969 5,654 8.6
介護保険特別会計（保険事業勘定） 34億1,575 34億 660 915 0.3
介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 3,091 3,330 △ 238 △ 7.2
公共下水道事業特別会計 20億3,761 20億 676 3,085 1.5
農業集落排水事業特別会計 5億3,818 7億 4,976 △ 2億 1,157 △ 28.2
水道事業会計 14億9,557 15億 4,068 △ 4,511 △ 2.9

総　　計 350億 8,879 350億 9,413 △ 533 0.0
（千円以下切り捨てのため、総計が合わないことがあります）

歳出合計
196 億 7,359

依 自

存 主

財 財

源 源
46.3％53.7％

歳入合計
196 億 7,359

平成 29 年度予算
一般会計

歳入・歳出の内訳
（単位は万円、　　　　
　　千円以下切り捨て）

市税
67 億 6,624
34.4％

市税
67 億 6,624
34.4％

民生費
83 億 3,556
42.4％

民生費
83 億 3,556
42.4％

総務費
23 億 6,795
12.0％

総務費
23 億 6,795
12.0％

教育費
22 億 6,292
11.5％

教育費
22 億 6,292
11.5％

土木費
21 億 6,504
11.0％

土木費
21 億 6,504
11.0％

衛生費
17 億 3,296
8.8％

衛生費
17 億 3,296
8.8％

公債費
13 億 6,571
6.9％

消防費　7億 1,033　3.6％ その他
7億 3,309
3.7％

その他
23 億 4.919
11.9％

その他
23 億 4,919
11.9％

地方交付税
29 億 7,800
15.1％

地方交付税
29 億 7,800
15.1％

国庫支出金
35 億 6,872
18.1％

国庫支出金
35 億 6,872
18.1％

県支出金
14 億 2,063
7.2％

県支出金
14 億 2,063
7.2％

譲与税・交付金
13 億 4,372
7.2％

譲与税・交付金
13 億 4,372
6.8％

市債　12 億 4,706　6.3％

一
般
会
計
予
算
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審査の様子

一
般
会
計
予
算

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

髙
原　
伸
二

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
18
人
）
に
付
託
を
受

け
て
い
ま
し
た
、
平
成
29
年
度
、
古
賀
市
一
般
会
計
予
算
及
び
、

６
特
別
会
計
予
算
と
水
道
事
業
会
計
予
算
ま
で
の
８
議
案
に

つ
い
て
、
審
査
結
果
の
報
告
を
し
ま
す
。
審
査
に
際
し
、
市
長
、

副
市
長
、
教
育
長
を
は
じ
め
関
係
部
課
長
の
出
席
を
求
め
、
５

日
間
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
歳
出
で
は
、
扶
助
費
が

約
３
億
６
０
０
０
万
円
の
増
、
投
資
的
経
費
は
約
10
億
９
０
０

０
万
円
の
減
。
歳
入
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が
２
億
８

５
０
０
万
円
の
増
を
見
込
み
、
市
債
は
約
８
億
円
の
減
で
す
。

単
年
度
の
財
源
不
足
を
補
う
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
取
り
崩
し

額
は
、
約
５
億
７
０
０
０
万
円
の
増
、
な
ど
が
特
徴
で
は
な
い

か
と
い
え
ま
す
。

　
特
徴
的
な
事
業
と
し
て
は
、「
船
原
古
墳
の
広
場
整
備
工
事
」

「
市
史
編
さ
ん
の
準
備
に
着
手
（
市
制
30
周
年
に
発
刊
予
定
）」

「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
開
始
（
住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
等
が
取
得
可
能
）」「
ワ
ン
コ
イ
ン
健
診
の
導

入
」「
70
歳
お
で
か
け
バ
ス
（
１
０
０
円
）」「
市
役
所
駐
車
場

の
拡
張
」「
西
鉄
宮
地
岳
線
跡
地
土
地
利
用
整
備
」「
消
化
ガ
ス

発
電
設
備
の
導
入
」
な
ど
が
あ
り
、
主
な
大
規
模
工
事
と
し
て

は
、「
浜
大
塚
線
整
備
工
事
」、「
仮
称
　

薬
王
寺
小
山
田
線
道
路

新
設
工
事
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
審
査
で
は
、「
交
通
安
全
啓
発
事
業
」「
子
ど
も

の
貧
困
対
策
実
態
調
査
」「
私
立
保
育
園
運
営
」「
学
童
保
育
所

運
営
委
託
」「
環
境
調
査
測
定
事
業
」「
ヘ
ル
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

設
置
補
助
」「
健
康
増
進
計
画
等
策
定
委
託
」「
ま
つ
り
古
賀
補

助
」「
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
謝
礼
」「
ス
ポ
ー
ツ
施
設

運
営
事
業
」
な
ど
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
市
内
公
共
交

通
網
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
広
範
多
岐
に
わ
た
り
、
特
に

「
西
鉄
路
線
バ
ス
運
行
補
助
」
に
つ
い
て
質
疑
が
集
中
し
ま
し
た
。

全
体
的
に
は
、
大
変
厳
し
い
意
見
が
多
数
上
が
っ
て
お
り
、
執

行
部
に
は
さ
ら
な
る
努
力
、
研
究
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
採
決
の
結
果
、
平
成
29
年
度
古
賀
市
一
般
会
計
予
算
は
、
賛

成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
古
賀
市
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
、
古
賀
市
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
、
古
賀
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
予
算
は
、
賛
成
全
員
で
可
決
。
古
賀
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
、
古
賀
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
、
古
賀

市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
、古
賀
市
水
道
事
業
会
計
予
算
は
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度　
古
賀
市
予
算
に
関
す
る
概
要
報
告

　
　
　
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
大
幅
増

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 予 算

反対 内場　恭子

　国民健康保険の加入者は、団
塊世代の退職者、年金生活者、
自営業が多く、制度上の構造的
な問題がある。平成 28年度に
国保会計継続のためと国保税を
約16％も引き上げたが、加入者
にとっては負担増で、大きな問
題。平成30年に「国保の広域化」
が実施予定で、市は一般会計か
らの繰り出しを積極的に行うべ
きだが、財政的な支援ができて
いない。

賛成 吉住　長敏

　30歳から74歳の約40％の
国民健康保険被保険者に対して
ワンコイン健診の導入や、第３
期特定健康診査実施計画策定を
立てている。この際、健康診断
の受診率向上によるヘルスアッ
プという市が常に背負っている
課題解決に通じる有効策の一つ
に、市民総ぐるみで自らが守る
ことを基本とした健康づくり推
進条例制定の必要性があると提
言する。

賛成 奴間　健司

　医療費支給、特定健診等保健
活動の継続に予算の確保は必要。
昨年の国保税１人当たり16.1％
増の改定は検討過程でのミス
リード、翌年春の再度改定の情
勢見通し不足など失策だった。
県に対する納付金等の情報提供
要求、国保運営協議会で慎重審
議、議会への的確な情報提供が
必要。国保体制変更を契機に国
保税を下げるためのあらゆる努
力を強く求める。
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一
般
会
計
予
算

水 道 事 業 会 計 予 算

一 般 会 計 予 算

反対 内場　恭子

　古賀市は長年の県営河川から
の違法取水が判明。市は平成28
年度にこの事実を知りながら、市
民・議員に知らせていないこと
は納得できない。福岡地区水道
企業団との関係見直しはできず、
北九州水道用水も使用しない分
があった。この安価な水を使用
し水道料金を安くする研究をす
べきができていない。水道料金
への消費税課税にも反対する。

賛成 奴間　健司

　ワンコイン健診など「将来へ
の布石」事業 24事業、全小中
学校での 35人以下学級、公共
施設維持補修の計画的計上を評
価。企業誘致と合わせ健康づく
り推進本部の設置を急ぐべき。
路線バス減便は市民ニーズに逆
行、運転手の市内休憩所設置等
で減便回避の対策を。ふるさと
納税返礼品は３割を上限に。施
政方針の発表・報告会開催を強
く求める。

反対 内場　恭子

　西鉄バス赤字補填は、ついに
4152万円。毎年増額する一方
で、平成 29年度は減便し便数
ゼロ路線も発生。増便や路線拡
大を望む市民の声に応えていな
い。さらに市役所とサンコスモ
古賀などをつなぐシャトルバス
も廃止予定。利用者が少なけれ
ば切り捨てるという対応には納
得できない。市内公共施設を巡
回するコミュニティバスが必要
だができていない。

賛成 伊東　洋子

　路線バス運行補助は、ついに
4000 万円を超えた。しかも、
平日は７便減となりさらに不便
になる。
　市民の声と市議会の提言に応
え、公共交通の整備を行うよう
市長に求めた。
　また、平成 30年度に行われ
る子どもの貧困実態調査は、高
校入学支度金の拡充など、子ど
もたちが夢を叶えるための支援
につながるよう期待する。

賛成 吉住　長敏

　観光拠点の設置検討、市史編
さん、道路路面下空洞調査、駅
バリアフリー化、JR古賀駅バス
案内電光表示、骨髄移植ドナー
提供者の休業補償、病児保育所
の新設、子ども貧困実態調査、
コンビニでの住民票、戸籍交付
など新しい事業が多々。箱物づ
くりから身近な市民生活、人や
環境に優しい分野にシフトして
いく時代の始まりを実感できる
予算措置といえる。

賛成 吉住　長敏

　昨年の議員勉強会で福岡地区
水道企業団、北九州市との協定
通りに推移すると2020年度に
は、浄水１対受水９の推測割合に
なると知って驚いた。将来に向
けた水道事業の広域化、民営化
でも言及があった。こうした水道
事業の現状等を市民に広く知っ
てもらう機会を設けるべき。水
道週間の６月１日から７日に施設
見学会など、持続可能な何らか
のイベントなどを検討されるこ
とを期待する。

賛成 阿部　友子

　新たに子どもの居場所となる
ししぶ児童センターの開設、病
児保育開設、市史編さんへ着手、
少人数学級の継続、JR 古賀駅
の清掃委託回数の増などを評価。
しかし、公共交通の取り組みは
市民が望むものになっていない。
　進む高齢社会、子育て支援、
教育環境、市の魅力発信などに
は対応されていると判断して賛
成する。

賛成 田中　英輔

　一般会計は、財源不足から、
前年度比３倍の繰り入れを財政
調整基金から行った。中長期の
見通しに立った財政計画が必要
である。
　市内路線バスは利用目標年間
28万人で利便性向上の声の中減
便される。利用減少の悪循環を
招かぬ対応を求める。子どもの
貧困対策、健康づくり、健診対
策などが市民のくらしを支える
よう求め賛成。
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今後の古賀市を問う
施政方針
質疑市長の政治姿勢や

政策の内容について、
各会派の代表が問う！

会派と所属議員

山
海
会

（
さ
ん
み
か
い
）

連（れ
ん
）

志
成
会

（
し
せ
い
か
い
）

自
由
ク
ラ
ブ

（
じ
ゆ
う
く
ら
ぶ
）

希
来
里

（
き
ら
り
）

公
明
党

（
こ
う
め
い
と
う
）

会
派
に属

さ
な
い
議
員

田
中　
英
輔

阿
部　
友
子

岩
井　
秀
一　

松
島　
岩
太

奴
間　
健
司

井
之
上　
豊

内
場　
恭
子

古
賀　
誠
視

吉
住　
長
敏

姉
川　
さ
つ
き

渡　
　

孝
二

村
松　
謙
二

平
木　
尚
子

森
本　
義
征

伊
東　
洋
子

清
原　
哲
史

髙
原　
伸
二　

福
崎　
智
之

結
城　
弘
明

市
の
活
性
化
・
待
機
児
童
・
人
権
施
策
の
取
り
組
み
は

�

古
賀　
誠
視
（
山
海
会
）

問　

観
光
拠
点
の
設
置
や
充
実
に
向
け
検
討
の
方
向
は
。

市
長　

豊
か
な
自
然
や
船
原
古
墳
な
ど
、
歴
史
遺
産
や
食
品

工
業
団
地
の
直
売
所
な
ど
産
業
観
光
も
あ
る
。
宗
像
市
な
ど
、

世
界
遺
産
登
録
を
控
え
、
交
通
の
利
便
性
を
活
用
し
た
観
光

資
源
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
重
要
。

問　

コ
ス
モ
ス
広
場
に
道
の
駅
の
機
能
を
持
た
せ
、
市
内
で

製
造
さ
れ
た
食
品
や
、
農
産
物
の
販
売
を
通
し
企
業
と
農
業

の
連
携
を
図
り
、
活
性
化
を
図
る
べ
き
だ
。

市
長　

道
の
駅
に
つ
い
て
十
分
、
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

問　

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
堅
持
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

市
長　

小
規
模
保
育
施
設
の
開
設
や
、
花
鶴
ど
ろ
ん
こ
保
育

園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
で
受
け
入
れ
増
を
図
る
。

問　

昨
年
４
月
に
障
害
者
差
別
解
消
法
、
６
月
に
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
対
策
法
、
12
月
に
部
落
差
別
解
消
推
進
法
と
、
人
権

に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
が
、
市
と
し
て
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

市
長　

平
成
19
年
に
策
定
し
た
古
賀
市
人
権
施
策
基
本
指
針

に
基
づ
き
、
３
つ
の
法
律
を
指
針
に
反
映
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま

な
啓
発
や
研
修
の
場
で
市
民
に
周
知
し
、
正
し
く
知
っ
て
も

ら
う
事
で
差
別
解
消
に
つ
な
げ
て
い
く
。

住
民
自
治
を
進
め
る
に
は

�

阿
部　
友
子
（
連
）

問　

古
賀
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
が
、
今
議
会
へ
上
程
さ

れ
た
。
こ
の
条
例
が
で
き
て
、住
民
自
治
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

市
長
の
見
解
を
。

市
長　

住
民
自
治
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手
の
役
割
を
明
確
に
し
、
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。
条

例
に
規
定
し
て
い
る
担
い
手
の
役
割
を
踏
ま
え
、
そ
の
役
割

に
沿
っ
た
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

施
政
方
針
に
は
自
治
会
や
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
主

性
を
尊
重
し
な
が
ら
支
援
す
る
と
あ
る
が
、
現
状
、
各
行
政

区
に
お
い
て
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
と
、
行
政
の
下

部
組
織
で
あ
る
区
長
制
度
の
両
方
が
あ
る
こ
と
で
、
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
中
途
半
端
な
状
況
が
あ
る
。
住
民
の
積

極
的
な
活
動
が
そ
が
れ
困
っ
て
い
る
。
こ
の
現
状
を
把
握
し

て
い
る
か
。

市
長　

指
摘
の
面
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
行
政
区
制
度
と

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
制
度
を
ど
う
調
整
し
て
い
く
か
は
大
事

な
と
こ
ろ
。
行
政
区
区
長
制
度
と
い
う
の
は
有
効
に
機
能
し

て
お
り
、
今
こ
れ
を
無
理
や
り
廃
止
し
て
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
す
る
の
は
適
当
で
な
い
。

　
当
分
の
間
は
緩
や
か
な
連
携
の
も
と
、
あ
る
べ
き
姿
を
模

索
し
て
い
き
た
い
。

　

質
疑
時
間
は
会
派
人
数
に
応
じ
た
時
間
制
（
１
人
当
た
り
５
分
）
と
し
、
紙
面
も
質
疑
時
間
に
合
わ
せ
た
配
分
に
し
て
い
ま
す
。

施
政
方
針
を
問
う
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各
部
の
計
画
、
中
期
財
政
計
画
の
公
表
を
急
げ

�

奴
間　
健
司
（
希
来
里
）

問　

施
政
方
針
が
予
算
の
後
追
い
的
説
明
に
な
っ
て
い
る
。

前
年
夏
に
集
中
的
議
論
を
行
い
次
年
度
の
市
政
運
営
の
骨
格

を
作
る
べ
き
。
今
回
は
い
つ
か
ら
作
成
し
た
か
。

市
長
　
１
月
中
旬
か
ら
作
成
作
業
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

問　

選
挙
時
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
自
己
評
価
は
。

市
長　

道
半
ば
で
も
う
少
し
時
間
を
頂
戴
し
た
い
。

問　

２
０
２
５
年
問
題
へ
の
備
え
は
何
か
。

市
長　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
を
推
進
す
る
。

問　

中
期
財
政
計
画
の
策
定
・
公
表
は
い
つ
か
。

市
長　

策
定
し
て
い
る
が
公
表
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

各
部
の
来
年
度
の
方
針
、
目
標
は
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

メ
モ
は
あ
る
が
公
表
で
き
な
い
。
今
後
検
討
す
る
。

施
政
方
針
に
つ
い
て
具
体
策
を
問
う

�

岩
井　
秀
一
（
志
成
会
）

問　

効
果
的
な
企
業
誘
致
活
動
や
土
地
利
用
具
体
策
と
は
。

市
長　

企
業
情
報
収
集
業
務
に
よ
り
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
都
市
計
画
法
、
農
振
法
や
農
地
法
な
ど
を
ク
リ
ア
す
る

た
め
国
、
県
お
よ
び
地
権
者
と
協
議
を
重
ね
推
進
に
努
め
る
。

問　

ま
つ
り
古
賀
な
ど
の
継
続
支
援
、
商
工
業
活
性
化
と
は
。

市
長　

市
制
施
行
20
周
年
に
な
る
こ
と
か
ら
、
記
念
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
や
広
報
活
動
な
ど
積
極
的
に
提
案
し
支
援
を
継
続
。

問　

保
育
環
境
の
向
上
と
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
の
具
体
策
は
。

市
長　

病
児
保
育
支
援
、
小
規
模
保
育
園
の
開
設
、
認
定
こ

ど
も
園
移
行
に
よ
り
約
50
名
の
増
員
を
予
定
し
て
い
る
。
短

時
間
勤
務
の
補
助
者
の
雇
用
の
た
め
の
費
用
を
支
援
。

問　

交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
策
は
。

市
長　

西
鉄
バ
ス
を
基
幹
交
通
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
を
補
完

す
る
地
域
移
動
サ
ポ
ー
ト
補
助
事
業
を
継
続
し
て
支
援
す
る
。

あ
わ
せ
て
70
歳
お
で
か
け
バ
ス
事
業
を
通
年
実
施
す
る
。

問　

高
齢
者
に
対
す
る
実
現
可
能
な
防
災
の
具
体
策
は
。

市
長　

老
人
ク
ラ
ブ
や
福
祉
会
を
対
象
に
出
前
講
座
を
実
施

し
、
さ
ら
に
災
害
時
要
支
援
・
要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン

に
基
づ
い
た
避
難
支
援
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
助
、
共
助
の
重
要
性
や
備
え
な
ど
の
啓
発
に
努
め
る
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

�

松
島　
岩
太
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

問　

新
年
度
予
算
、
ひ
と
言
で
表
現
す
る
と
し
た
ら
。

市
長　

将
来
へ
の
布
石
を
反
映
さ
せ
た
予
算
。

問　

古
賀
市
の
活
力
低
下
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

市
長　

幹
線
道
路
沿
い
で
店
舗
な
ど
の
立
地
も
進
み
、
地
域

の
活
性
化
は
着
実
に
前
進
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

河
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
な
ど
、
県
営
事
業
の
遅
れ
が
深
刻

だ
が
、
福
岡
県
と
の
関
係
は
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

市
長　

県
と
の
信
頼
関
係
は
構
築
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

問　

古
賀
市
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
は
、
深
刻
な

課
題
だ
と
考
え
る
が
、
そ
の
見
解
は
。

市
長　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
与
え
ら
れ
た
職
責
に
応
じ
、
日
々

頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

問　

活
力
低
下
は
深
刻
で
、
も
っ
と
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。
県
と
の
関
係
は
、
正
直
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
考

え
る
。
関
係
正
常
化
の
た
め
に
、
必
死
に
努
力
し
て
ほ
し
い
。

職
員
に
関
し
て
は
、
も
っ
と
誠
実
に
市
民
と
向
き
合
う
職
員

を
育
ん
で
ほ
し
い
。
会
派
『
自
由
ク
ラ
ブ
』
が
大
切
に
し
て

い
る
の
は
古
賀
市
民
。
市
役
所
が
市
民
に
と
っ
て
役
に
立
つ

場
所
で
あ
り
続
け
る
、
そ
の
こ
と
が
職
員
の
誇
り
に
思
え
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
祈
念
す
る
。

今
す
ぐ
必
要
な
子
ど
も
の
貧
困
対
策�

内
場　
恭
子

市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑

�

井
之
上　
豊
（
公
明
党
）

問　

古
賀
市
の
観
光
の
方
向
性
と
観
光
拠
点
は
。
ま
た
、
間

伐
材
の
利
用
促
進
の
具
体
策
は
。

市
長　

豊
か
な
自
然
や
歴
史
的
遺
産
な
ど
の
観
光
資
源
が
あ

り
、
工
業
団
地
直
売
の
バ
ス
ツ
ア
ー
が
組
ま
れ
る
な
ど
、
本

市
の
特
性
で
あ
る
、
観
光
拠
点
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
平
成
29
年
度
は
間
伐
面
積
を
拡
大
し
、
間
伐
材
の
利
用

促
進
に
よ
る
事
業
で
、
適
正
管
理
が
推
進
さ
れ
る
と
と
も
に

林
業
経
営
の
一
助
と
な
る
と
考
え
る
。

問　

障
が
い
者
に
対
す
る
支
援
や
、
文
化
芸
術
の
振
興
は
。

市
長　

障
が
い
者
の
職
場
体
験
や
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

は
、
引
き
続
き
実
施
。
文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
今

後
と
も
重
要
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
ど
う
す
る
。

市
長　

平
成
29
年
度
、
子
ど
も
の
貧
困
実
態

調
査
を
実
施
し
、
結
果
を
分
析
し
有
効
な
対

策
に
つ
な
げ
た
い
。
庁
内
関
係
部
署
の
連
携

会
議
を
行
い
推
進
に
取
り
組
み
た
い
。

問　

調
査
結
果
が
で
る
ま
で
手
を
こ
ま
ね
い

て
い
る
の
か
。
早
急
な
対
応
が
必
要
。

保
健
福
祉
部
長　

結
果
を
踏
ま
え
る
以
前
に

も
必
要
な
対
策
は
と
っ
て
い
き
た
い
。

施
政
方
針
を
問
う

こが市議会だより79号07



第
１
回
定
例
会
の
主
な
審
議

平
成
29
年
第
１
回
定
例
会（
２
月
27
日
～
３
月
27
日
）の
主
な
審
議
の
要
点
を
報
告
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
継
続
審
査
に

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
有
料
化
で

整
備
・
管
理
促
進
を

し
し
ぶ
児
童
セ
ン
タ
ー
・

し
し
ぶ
交
流
セ
ン
タ
ー
に
期
待

新
名
称
は
「
美
郷
（
み
さ
と
）」

市
内
公
共
交
通
網
整
備
事
業
費
の

適
切
な
執
行
を
求
め
る
決
議
を
可
決

平成28年度　一般会計補正予算

花鶴小学校校舎棟外壁改修工事や
財政調整基金への積立を実施

1 億 2,785 万円を減額し　総額 207 億 7,814 万円に

介護施設整備支援事業

市内の１介護施設にスプリンク
ラーや自動火災報知設備を設置。
市内全ての高齢者施設に設置完了。

201万 1千円
ふるさと就労総合促進補助

市内事業所への就労を補助。
市民 58 人、ＩＪターン 17 人の
企業への定着効果があった。

440万 5千円

浜大塚線整備事業

△3億 3,911万円
活力ある高収益型園芸産地育成

事業補助

△2,080万円
特定健康診査等事業費の見込み減

△420万円

　
市
民
参
加
で
策
定
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
案
は
、
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
し
ま
し

た
。
総
務
委
員
会
で
は
、
目
的
、
用
語
、
議
会
の

役
割
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
審
査
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
継
続
審
査
と
決
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
も
賛
成
全
員
で
継
続
審
査
と
し
、
本
会

議
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
総
務
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
立
・
勤
労
者
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
使
用
料
金
を
、

１
コ
ー
ト
１
時
間
１
０
０
円
に
定
め
、
今
後
の
管

理
や
整
備
の
責
任
を
明
確
に
す
る
も
の
で
す
。

　
文
教
厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
管
理
整
備
の

現
状
な
ど
を
審
査
。
利
用
者
や
管
理
に
協
力
を
し

て
き
た
テ
ニ
ス
協
会
の
意
見
を
聞
く
こ
と
、
市
民

の
安
全
な
使
用
を
期
待
す
る
な
ど
の
賛
成
意
見
が

あ
り
、
委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
賛
成
全
員
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
・
児
童
福
祉
の
拠
点
と
し
て
古
賀
市

立
し
し
ぶ
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
１
階
し
し
ぶ

集
会
所
は
保
健
福
祉
部
が
、
２
階
し
し
ぶ
児
童
セ

ン
タ
ー
は
教
育
委
員
会
が
所
管
し
、
使
用
方
法
や

料
金
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
文
教
厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
の

設
置
や
利
用
方
法
な
ど
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
居
場
所
や
人
権
教
育
の
拠
点
、
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
期
待
と
の
賛
成
意
見
が
あ
り
、

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま

し
た
。

　
高
田
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
久
保
の
一

部
の
区
域
と
名
称
を
変
更
す
る
も
の
で
、
市
民
建

産
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
し
ま
し
た
。
町
名
は

住
民
な
ど
へ
の
募
集
で
美
し
い
ま
ち
「
美
郷
（
み

さ
と
）」
と
決
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
委
員
会
、
本

会
議
と
も
に
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
本
会
議
に
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計

予
算
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
議
員
提
案
に
よ
る

決
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
減
便
へ
の
対
応
が
不
足
と
の
反
対
意
見
も
あ
り

ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

住宅新築資金等貸付事業　補正　    835万円増額　　総額　    1,284万円
国民健康保険　　　　　　補正　  5,379万円減額　　総額71億9,700万円
後期高齢者医療　　　　　補正　  1,342万円増額　　総額  6億7,284万円
介護保険（保険事業勘定）　補正　  3,874万円増額　　総額34億8,909万円
公共下水道　　　　　　　補正1億3,103万円減額　　総額18億6,671万円
農業集落排水事業　　　　補正　  9,842万円減額　　総額  7億6,435万円
水道事業会計　　　　支出補正　  9,871万円減額　　総額14億4,323万円

一般会計補正・６特別会計補
正・水道事業会計補正は賛成
全員で可決しました。

第
１
回
の
主
な
審
議
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議
長　

結
城　
弘
明

北
筑
昇
華
苑
組
合
議
会
報
告

　
平
成
29
年
２
月
８
日
、
第
１
回
定
例
会
開
催
。

６
議
案
29
年
度
歳
入
歳
出
２
億
５
２
７
８
万
円

会
計
予
算
や
条
例
一
部
改
正
な
ど
６
議
案
に
つ

き
審
議
し
、
い
ず
れ
も
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま

し
た
。

古
賀
高
等
学
校
組
合
議
会
報
告

　
平
成
29
年
２
月
13
日
、
第
１
回
定
例
会
開
催
。

情
報
公
開
条
例
制
定
及
び
29
年
度
会
計
予
算
審

議
を
し
、
歳
入
歳
出
６
億
２
５
７
万
円
の
提
案
、

古
賀
市
の
分
担
金
経
常
費
で
は
１
１
５
０
万

円
、
創
設
費
１
１
１
５
万
円
な
ど
賛
成
全
員
で

可
決
。
そ
の
他
で
、
地
元
入
学
者
を
60
％
に
し

た
い
、
進
学
も
国
公
立
や
有
名
私
立
大
学
合
格

者
を
出
し
た
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

玄
界
環
境
組
合
議
会
報
告

　
平
成
29
年
２
月
22
日
、
第
１
回
定
例
会
開
催
。

補
正
予
算
や
29
年
度
組
合
会
計
予
算
歳
入
歳
出

42
億
５
８
１
３
万
円
な
ど
を
慎
重
審
議
。
市
の

経
常
費
分
担
金
５
億
２
２
０
０
万
円
、
創
設
費

分
担
金
は
１
億
６
８
２
０
万
円
で
、
３
議
案
い

ず
れ
も
賛
成
全
員
で
可
決
。
た
だ
し
老
朽
化
で

施
設
整
備
費
委
託

費
は
前
年
度
比
約

３
億
円
増
で
し
た
。

　
平
成
29
年
２
月
17

日
に
組
合
議
会
全
員

協
議
会
が
古
賀
清
掃

工
場
内
で
開
催
さ
れ
、

施
設
利
用
期
限
延
長

に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

第14号議案平成29年度
古賀市一般会計予算に対する決議
　平成２７年から政策推進会議において「公共交

通」について、２年間にわたり、そのあり方につ

いて調査検討を重ね、３月９日に最終報告と提言

を市長に渡した。

　平成２８年の夏にはバスの実車調査とアンケー

トを実施。９９４人の方々から切実な声が寄せら

れました。それによると、料金よりも、バスの増

便や路線改善を求める声が非常に多いことがわ

かり、平成２９年度予算で示された減便計画は、

市民の望むものではなく、市民生活においてさら

に不便を強いるものである。

　高齢化が進み、高齢者による交通事故の多発、

公共交通に頼り生活を維持する多くの市民のこと

を鑑み、スピード感をもって業務を遂行され、早

急に市民の利便性の確保を願うものである。

　そこで、市長に対し以下の点を実行されること

を求める。

１．�古賀市議会政策推進会議が提出した、市内

公共交通に関する提言は、福祉的、教育的

視点のみならず、マイカーの利用を減らし、

地域温暖化の原因である二酸化炭素の発生

量の抑制にも通じるものである。未来に継

承していくべき地域循環型社会の推進方策

でもあるとの認識に立ち、最大限にこれを尊

重し施策に誠実に反映されたい。

２．�平成２９年第１回定例会が開催された２月２

７日後、３月８日に配布された資料要求に

より明らかとなった、平成２８年度比７便

の減便による利用者にもたらす影響を、平

成２９年度の早い時期に極力回避、もしく

は代替する措置を講じること。

３．�７系統別基幹交通を補完する、市内全域に

おける代替交通の運行等を願望する切実な

市民の声に寄り添い、この施策の検討実現

にスピード感をもって業務遂行、市民への

事前周知には万全を期すこと。

以上、決議する。

平成２９年３月２７日　　

古賀市議会

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
法
（
仮
称
）
の
制

定
を
支
持
し
、
政
府
に
対
し
意
見
書
提
出
に
関
す

る
請
願
書

平
成
29
年
度
「
給
与
所
得
等
に
係
る
市
町
村
民
税

･

道
府
県
民
税　

特
別
徴
収
税
額
の
決
定
・
変
更

通
知
書
（
特
別
徴
収
義
務
者
用
）」
へ
の
個
人
番
号

記
載
の
中
止
を
求
め
る
陳
情
書

陳
　
情

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟

�

福
岡
県
本
部
　
会
長
　
石い

し

村む
ら

　

善ぜ
ん

治じ

�

福
岡
県
保
険
医
協
会
　
会
長
　
鷺さ

ぎ

坂ざ
か

　

英ひ
で

輝き

一
部
事
務
組
合
報
告

第
１
回
の
主
な
審
議
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（
答
）
本
市
に
適
し
た
交
通
体
系
の
構
築
を
め
ざ
す

病
気
・
事
故
・
災
害
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
に
は

が
で
き
る
交
通
手
段
の
確
保
は
。
　
　
　
　
　
　

市
長

当
面
の
間
、
基
幹
路
線
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
西
鉄
路
線
バ
ス
が
、
市
内
６
路
線
で
、
平

日
98
便
、
土
日
祝
日
で
70
便
運
行
。
こ
れ
に
加
え

２
つ
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
や
Ｊ
Ｒ
３
駅
の
整
備
な

ど
に
よ
り
、
市
民
の
移
動
手
段
は
一
定
程
度
確
保

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
と
こ
ろ
、
高
齢
者
の
自

動
車
事
故
の
報
道
に
触
れ
る
機
会
も
多
い
こ
と
か

ら
、
今
後
と
も
、
自
動
車
を
使
用
せ
ず
に
移
動
で

き
る
よ
う
な
、
古
賀
市
に
適
し
た
公
共
交
通
体
系

の
構
築
を
め
ざ
す
。

問

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
、
ピ
ロ
リ
菌
二
十
歳
の

無
料
検
査
が
終
わ
り
、
そ
の
結
果
と
評
価
、
ま
た

今
後
の
対
応
は
。

市
長

対
象
者
６
４
４
人
、
受
診
者
72
人
。
二
十

歳
の
節
目
で
、自
分
自
身
の
体
に
も
関
心
を
持
ち
、

生
活
習
慣
や
健
康
管
理
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
た

め
に
実
施
し
て
い
る
。
若
い
時
か
ら
必
要
で
あ
る

こ
と
の
啓
発
が
で
き
た
と
考
え
る
。
今
後
も
継
続

し
て
実
施
の
予
定
。

保
健
福
祉
部
長

今
後
、
東
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
て
、
ド
ク
タ
ー
に
よ
る
が
ん
全
般
の
講
演
な

ど
も
進
め
て
い
く
予
定
。

問

防
災
士
養
成
講
座
補
助
の
今
後
の
対
応
、
ま

た
現
在
、
防
災
士
の
認
可
を
受
け
て
い
る
30
人
と

の
連
携
は
。

市
長

補
助
金
の
交
付
要
件
と
し
て
、
自
主
防
災

組
織
会
長
、
ま
た
は
区
長
が
推
薦
す
る
方
や
、
市

内
の
自
主
防
災
組
織
で
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
方

を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
補
助
金
は
、
平
成
29
年

度
に
試
行
的
に
行
う
も
の
で
、
次
年
度
以
降
は
効

果
の
検
証
を
行
い
検
討
す
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
防

災
士
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
と
の
連
携
は
、
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
、
慎
重
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問

高
齢
者
が
安
心
し
て
、
運
転
免
許
証
の
返
納

に
聞
け
と
い
う
。
消
防
Ｏ
Ｂ
は
、
人
命
救
助
の
多

種
の
特
殊
技
能
を
保
有
し
て
お
り
、
災
害
時
に
地

域
を
牽
引
す
る
人
材
の
核
で
は
。

市
長

60
歳
定
年
は
も
っ
た
い
な
い
。
経
験
や
技

能
を
生
か
す
場
が
あ
れ
ば
と
思
う
。

問

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ヘ
ル
プ
マ
ン
制
度
の
吟
味
を
。

市
長

提
案
が
組
織
を
発
展
さ
せ
結
集
し
て
い

く
の
で
あ
れ
ば
同
じ
方
向
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

「
古
賀
市
は
ど
こ
の
ト
イ
レ
も
実
に
キ
レ
イ
」
の
施
策
推
進

問

災
害
時
の
地
域
の
支
え
合
い
で
消
防
職
員
Ｏ

Ｂ
は
最
も
即
戦
力
と
な
り
う
る
の
で
は
。

市
長

確
か
に
防
災
実
務
に
精
通
し
、
消
防
署
と

ス
ム
ー
ス
な
連
携
が
期
待
で
き
、
非
常
時
の
防
災

力
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

問

地
域
の
助
け
合
い
で
新
た
な
公
の
力
、
共
働

す
る
輪
の
醸
成
の
認
識
を
問
う
。

市
長

50
年
前
を
思
い
出
し
な
が
ら
も
う
一
度

助
け
合
い
の
精
神
が
大
事
だ
と
思
う
。

問

海
の
こ
と
は
漁
師
に
問
え
、
山
の
こ
と
は
樵

き
こ
り

校区防災組織の避難訓練

一般質問で提案した制度私案

井之上　豊
（公明党）

（
答
）
自
主
防
災
組
織
へ
の
結
集
な
ら
同
一
方
向

古
賀
市
民
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ヘ
ル
プ
マ
ン
制
度
の
導
入
を

吉住　長敏
（連）

一
　

般
　

質
　

問

こが市議会だより79号 10



◇一般質問の掲載は通告届け出順です。
◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

（
答
）
支
援
制
度
の
充
実
・
周
知
を
図
り
対
応
す
る

子
ど
も
の
学
び
と
未
来
へ
の
支
え
を
ど
う
図
る
か

（
答
）
市
民
す
べ
て
の
ニ
ー
ズ
に
は
応
え
ら
れ
な
い

西
鉄
バ
ス
の
減
便
は
認
め
ら
れ
な
い

問

子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
育
ち
を
支
え
て
い

る
、
教
師
の
多
忙
化
問
題
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

古
賀
市
の
対
応
は
。

教
育
長

「
学
校
健
康
管
理
医
」
を
置
く
な
ど
心

身
両
面
か
ら
対
応
し
て
い
る
。

問

労
働
安
全
衛
生
法
に
定
め
ら
れ
た
組
織
の
設

置
や
活
動
状
況
は
。

教
育
長

「
古
賀
市
立
学
校
職
員
安
全
衛
生
管
理

規
程
」を
定
め
安
全
衛
生
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

問

疲
れ
た
体
や
心
で
は
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る

こ
と
は
難
し
い
。「
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
成
長

を
支
え
る
ま
ち
」
へ
さ
ら
に
対
応
を
。

問

古
賀
市
第
４
次
総
合
振
興
計
画
は
新
年
度
か

ら
後
期
計
画
期
間
に
入
る
。
基
本
構
想
に
沿
い
、

「
こ
こ
ろ
豊
か
に
学
び
続
け
る
人
が
育
つ
ま
ち
づ
く

り
」
が
基
本
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
の
「
貧

困
」
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
学
び
と

未
来
を
支
え
る
制
度
充
実
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

教
育
長

小
・
中
学
生
の
就
学
援
助
、
高
校
等
入

学
支
援
金
制
度
に
よ
る
支
援
、
他
に
第
３
子
以
降

の
給
食
費
補
助
、
算
数
お
稽
古
セ
ッ
ト
な
ど
を
市

費
で
購
入
し
対
応
し
て
い
る
。

問

２
０
１
８
年
度
か
ら
高
等
学
校
等
入
学
支
援

金
支
給
制
度
の
拡
充
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
過
去

に
は
予
算
の
執
行
残
も
あ
る
。
制
度
の
説
明
や
周

知
が
保
護
者
に
十
分
届
く
必
要
が
あ
る
。
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
か
。

教
育
長

市
独
自
の
冊
子
を
用
意
し
周
知
を
図

る
。
２
０
１
７
年
度
か
ら
小
学
１
年
生
に
も
配
布

を
予
定
し
て
い
る
。

問

援
助
を
検
討
す
る
方
が
、
利
用
に
踏
み
切
り

や
す
い
申
請
方
法
を
、
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
大

分
県
日
田
市
で
は
、
様
々
な
理
由
で
申
請
を
た
め

ら
う
傾
向
を
受
け
止
め
、
郵
送
方
式
を
導
入
し
、

潜
在
し
た
対
象
者
の
申
請
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

教
育
長

全
生
徒
と
保
護
者
に
説
明
し
、
必
要
と

思
わ
れ
る
生
徒
に
は
対
応
し
て
い
る
。

市
長

計
画
案
は
再
検
討
中
。
車
道
と
歩
道
が
分

離
し
た
道
で
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
。

問

市
長
は
市
民
の
声
を
聞
く
べ
き
だ
。

投
票
時
間
短
縮
の
見
直
し
も
検
討
中

問

県
内
で
初
め
て
、
投
票
日
の
投
票
時
間
を
午

後
６
時
へ
と
短
縮
し
た
。
投
票
時
間
繰
り
上
げ
の

検
証
と
今
後
の
検
討
は
行
う
の
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

18
時
以
降
に
投
票
に

来
た
人
へ
の
対
応
は
課
題
。
参
議
院
選
挙
の
総
括

を
参
考
に
し
て
、
今
後
に
つ
い
て
は
協
議
を
し
て

い
る
。

総
務
課
長

繰
り
上
げ
で
選
挙
の
機
会
を
奪
っ

た
か
も
。
戻
せ
ば
投
票
率
が
上
が
る
か
は
疑
問
。

問

時
間
短
縮
は
コ
ス
ト
削
減
が
狙
い
だ
っ
た
。

投
票
時
間
は
元
に
戻
す
べ
き
だ
。

問

路
線
の
変
更
は
、
市
民
へ
の
影
響
は
。
市
民

の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
か
。

市
長

乗
客
の
少
な
い
便
が
減
便
。
市
民
へ
の
影

響
は
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
は
い
え
な
い
。

ア
レ
も
コ
レ
も
は
で
き
な
い
。

問

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
廃
止
。
利
用
者
の
少
な
い

と
こ
ろ
を
切
る
こ
と
は
納
得
で
き
な
い
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
、
巡
回
バ
ス
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

も
う
待
ち
き
れ
な
い
。

安
心
の
介
護
保
険
の
実
現
を

問

今
後
の
介
護
保
険
は
ど
う
な
る
、
安
心
の
も

の
か
。
利
用
者
の
感
想
は
ど
う
か
。

市
長

国
の
動
向
を
見
て
頑
張
る
し
か
な
い
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
す
べ
き
だ

問

市
の
国
民
健
康
保
険
は
ど
う
な
る
の
か
。

市
長

医
療
費
抑
制
に
努
め
る
。
疾
病
予
防
や
健

康
増
進
は
継
続
す
る
。

問

国
保
税
を
引
き
下
げ
る
べ
き
だ
が
。

市
長

引
き
下
げ
た
い
が
、
ど
う
な
る
か
わ
か
ら

な
い
。
健
康
づ
く
り
に
努
力
す
る
。

宮
地
岳
線
跡
地
の
道
路
化
で
は

通
学
路
の
安
全
は
守
れ
な
い

問

西
鉄
宮
地
岳
線
跡
地
利
用
の
計
画
の
進
み
具

合
は
。
周
辺
住
民
の
声
を
反
映
し
た
か
。
学
校
通

学
路
の
安
全
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

減便だけでなく廃止になる路線も

夢や希望の未来実現に

田中　英輔
（山海会）

内場　恭子

一
　

般
　

質
　

問
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（
答
）
ま
つ
り
古
賀
を
中
心
に
20
周
年
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
を
す
べ
き
で
は

（
答
）
発
達
障
が
い
の
早
期
発
見
の
重
要
性
を
認
識

子
ど
も
た
ち
の
自
立
の
た
め
に
継
続
的
な
支
援
を

い
る
が
、
継
続
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
公
募
型

補
助
金
事
業
は
、
３
年
後
は
自
立
を
促
し
、
補
助

金
検
討
委
員
会
よ
り
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

問

平
成
29
年
度
は
、
公
募
型
補
助
金
の
継
続
事

業
は
３
件
あ
る
も
の
の
、
新
規
事
業
も
公
募
も
行

わ
な
い
の
か
。

財
政
課
長

平
成
30
年
度
に
公
募
を
行
い
、
翌
平

成
31
年
度
よ
り
再
開
す
る
。

問

市
制
20
周
年
事
業
を
す
べ
き
で
は
。

市
長

ま
つ
り
古
賀
を
中
心
に
行
う
。

問

そ
れ
は
、
い
つ
決
ま
っ
た
の
か
。

市
長

最
終
的
な
市
長
査
定
だ
っ
た
た
め
、
細
か

く
積
算
す
る
い
と
ま
が
な
か
っ
た
。

問

財
源
が
厳
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
心
ま
で
元

気
を
失
っ
て
は
い
な
い
か
。

市
長

財
源
不
足
に
苦
慮
す
る
自
治
体
は
多
い
が
、

や
る
べ
き
こ
と
を
行
い
、
先
を
見
据
え
た
施
策
を

打
つ
こ
と
が
、
市
民
の
元
気
と
誇
り
に
つ
な
が
る
。

問

市
長
か
ら
も
執
行
部
か
ら
も
、
お
金
が
な
い

と
聞
き
、
窓
口
に
相
談
に
行
っ
た
市
民
か
ら
は
、

職
員
か
ら
「
お
金
が
な
い
」
と
い
わ
れ
た
と
も
聞

い
た
。
こ
う
も
口
を
そ
ろ
え
て
、
お
金
が
な
い
と

い
う
自
治
体
が
あ
る
の
か
。
お
金
が
な
い
と
い

う
の
は
、「
や
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
最
後
通
告
だ
。

お
金
が
な
い
と
い
う
言
葉
で
、
市
民
の
元
気
や
や

る
気
を
奪
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
は
あ
る
か
。

市
長

い
ろ
ん
な
と
り
方
は
あ
る
が
、
行
政
と
し

て
は
、
そ
の
事
業
に
対
し
て
は
、
予
算
は
な
い
と

い
う
説
明
を
し
た
い
。

問

市
長
に
元
気
が
な
け
れ
ば
、
市
民
が
古
賀
市

は
大
丈
夫
か
と
心
配
す
る
。
市
長
の
考
え
方
や
計

画
を
発
信
す
べ
き
。

市
長

重
々
認
識
を
し
て
い
る
。
市
民
に
対
し
て

は
元
気
な
姿
、
考
え
方
を
示
し
た
い
。

問

公
募
型
補
助
金
事
業
や
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
事

業
に
お
い
て
、
終
了
し
て
大
変
残
念
な
も
の
が

あ
っ
た
。
継
続
は
検
討
し
た
の
か
。

市
長

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
事
業
は
、
現
在
終
了
し
て

問

わ
か
り
に
く
い
発
達
障
が
い
を
社
会
で
理
解

す
る
た
め
の
施
策
は
。

福
祉
課
長

出
前
講
座
の
障
が
い
者
メ
ニ
ュ
ー

で
リ
ク
エ
ス
ト
で
き
る
。

質
の
高
い
保
育
を
堅
持
す
る
た
め
に

問

保
育
士
不
足
解
消
の
た
め
の
施
策
は
。

子
育
て
支
援
課
長

保
育
補
助
者
雇
上
げ
強
化
事

業
で
９
人
の
保
育
士
資
格
取
得
補
助
を
行
う
。

問

子
育
て
す
る
な
ら
、
古
賀
市
と
選
ん
で
も
ら

う
ま
ち
に
す
る
た
め
に
も
、
保
育
士
確
保
策
を
。

市
長

保
育
士
不
足
は
、
全
国
的
な
問
題
。

問

乳
幼
児
健
診
の
み
で
は
、
発
達
障
が
い
の
発
見

割
合
が
低
い
こ
と
か
ら
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
た

め
の
有
効
措
置
と
し
て
５
歳
児
健
診
の
実
施
を
。

保
健
福
祉
部
長

５
歳
児
健
診
は
、
他
の
自
治
体

で
も
効
果
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
古
賀
で
も
調

査
・
研
究
を
し
た
い
。

問

必
要
な
時
期
に
、
適
切
な
指
導
を
受
け
る
た

め
に
通
級
指
導
教
室
の
増
級
を
。

教
育
長

舞
の
里
小
学
校
通
級
指
導
教
室
が
増
加

傾
向
に
あ
る
の
で
、県
に
増
級
の
申
請
を
し
て
い
る
。

問

仕
事
を
し
て
い
る
保
護
者
に
と
っ
て
、
通
級

指
導
教
室
へ
の
送
迎
の
負
担
は
重
い
。
巡
回
指
導

を
望
む
保
護
者
の
声
も
あ
る
が
。

教
育
長

巡
回
指
導
は
、
中
学
校
で
は
実
施
し
て

い
る
が
、
人
数
の
多
い
小
学
校
で
は
効
率
的
な
指

導
に
な
る
か
疑
問
。

問

発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と

と
も
に
、
支
援
す
る
担
当
部
署
も
相
談
窓
口
も
変

わ
る
た
め
切
れ
目
の
な
い
支
援
は
困
難
な
状
態
。

各
課
の
連
携
と
、
情
報
の
一
元
管
理
の
た
め
に
セ

ン
タ
ー
化
が
必
要
で
は
。

保
健
福
祉
部
長

一
貫
し
た
支
援
は
重
要
と
考

え
る
が
、
ま
ず
は
就
学
前
ま
で
の
一
元
化
を
図
る

た
め
に
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
設

置
に
向
け
て
協
議
中
。

10 周年の市民力をふたたび

子ども発達ルームで楽しく学びます

伊東　洋子
（山海会）

姉川　さつき
（志成会）

一
　

般
　

質
　

問
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◇一般質問の掲載は通告届け出順です。
◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

（
答
）
交
通
利
便
性
と
従
業
員
の
生
活
環
境
が
良
い

企
業
誘
致
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
古
賀
市
の
魅
力
は

（
答
）
文
化
行
政
を
重
要
な
施
策
と
し
て
取
り
組
む

古
賀
市
の
歴
史
的
遺
産
の
保
存
お
よ
び
文
化
行
政
は

建
設
産
業
部
長

回
答
が
あ
っ
た
企
業
で
は
、
１

位
が
卸
小
売
業
、
２
位
が
製
造
業
、
３
位
が
サ
ー

ビ
ス
業
、
４
位
に
運
輸
業
だ
。

問

市
内
企
業
か
ら
古
賀
市
に
対
し
て
の
要
望
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

建
設
産
業
部
長

交
通
の
ア
ク
セ
ス
や
上
下
水

道
の
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
、
事
業
用
地
の
要
件
で
は

自
治
体
の
優
遇
制
度
の
声
が
あ
る
。

問

県
内
の
製
造
業
で
市
町
村
別
の
製
造
品
出
荷

額
は
、
古
賀
市
が
９
位
と
高
い
。
こ
の
よ
う
に
市

の
安
定
的
な
税
収
確
保
と
従
業
員
の
雇
用
確
保
の

観
点
で
、
市
内
既
存
企
業
が
さ
ら
に
発
展
す
る
よ

う
に
、
ま
た
市
外
か
ら
の
企
業
誘
致
を
全
力
で
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

問

企
業
誘
致
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
誘
致

政
策
、
誘
致
活
動
、
誘
致
す
る
土
地
、
こ
の
３
点

を
考
え
た
企
業
誘
致
の
進
め
方
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

市
長

お
お
む
ね
同
じ
意
見
だ
。
こ
の
３
点
に
つ

い
て
今
後
、
鋭
意
実
行
し
て
い
き
た
い
。

問

新
原
・
高
木
、
今
在
家
の
地
域
は
、
現
在
田

ん
ぼ
で
あ
る
。
課
題
は
、
農
地
転
用
手
続
き
や
地

権
者
と
の
折
衝
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
。

市
長

こ
こ
へ
工
場
や
商
業
を
持
っ
て
く
る
こ

と
は
、「
国
も
県
も
す
る
な
」
と
言
っ
て
い
る
の

で
簡
単
に
は
い
か
な
い
が
、
打
破
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
ま
た
地
権
者
の
方
に
も
了
承
し
て
い
た

だ
か
な
い
と
進
ま
な
い
が
、
両
面
に
渡
っ
て
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

収
集
し
た
企
業
情
報
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、
市
外
と
市
内
そ
れ
ぞ
れ
何
社
か
ら
回
答
が
寄

せ
ら
れ
た
か
。

建
設
産
業
部
長

市
外
企
業
が
約
３
６
０
０
社

で
市
内
企
業
は
約
１
８
０
社
程
度
で
あ
る
。

問

関
心
が
高
い
企
業
か
ら
古
賀
市
の
魅
力
に
つ

い
て
ど
ん
な
記
述
が
あ
っ
た
か
。

建
設
産
業
部
長

交
通
利
便
性
が
高
い
、
従
業
員

の
生
活
環
境
で
買
い
物
が
便
利
だ
と
。

問

ど
う
い
う
業
種
が
多
か
っ
た
か
。

職
員
の
プ
ラ
ス
ワ
ン
活
動
を

問

今
日
の
自
治
体
職
員
は
、
外
か
ら
の
厳
し
い

目
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
行
政
と
市
民
が
お
互
い

を
理
解
す
る
た
め
、
も
っ
と
「
対
話
」
が
必
要
。

職
員
に
役
所
を
飛
び
出
し
、
市
民
生
活
の
現
場
を

知
っ
て
ほ
し
い
。

市
長

審
議
会
、
出
前
講
座
な
ど
で
市
民
と
直

接
対
話
す
る
機
会
が
あ
る
。
業
務
以
外
で
も
消
防

団
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
様
々
な

地
域
活
動
に
自
主
的
に
参
画
し
、
市
民
の
方
々
と

関
わ
っ
て
い
る
の
で
、
市
民
生
活
の
現
場
を
知
る

機
会
は
多
々
あ
る
。

　
本
業
を
お
ろ
そ
か
に
は
で
き
な
い
。
外
へ
出
か

け
る
気
持
ち
の
醸
成
に
は
努
め
た
い
。

問

古
賀
市
に
残
る
歴
史
的
遺
産
の
保
存
に
つ
い

て
、
ま
た
、
古
賀
市
の
文
化
行
政
全
体
の
現
状
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長

船
原
古
墳
な
ど
の
貴
重
な
文
化
財
は
、

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
保
護
・
保
存
を
し
て
い

る
。
古
文
書
な
ど
の
郷
土
資
料
に
つ
い
て
は
、
歴

史
資
料
館
に
お
い
て
保
存
・
保
管
を
し
て
い
る
。

昔
の
生
活
や
歴
史
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
の
高
齢

者
に
話
を
伺
い
記
録
し
て
残
す
作
業
を
進
め
て
い

る
。
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
古
賀
の
歴
史
を
次
世
代
に

継
承
し
て
い
き
た
い
。

　
文
化
行
政
全
体
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
度
ま
で
生
涯
学
習
推
進
課
で
所
管
し
て
い
た
文

化
芸
術
に
関
す
る
事
業
を
、
平
成
28
年
度
か
ら
新

設
し
た
文
化
課
に
移
管
。
古
賀
市
文
化
芸
術
振
興

計
画
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

歴
史
的
遺
産
に
青
柳
宿
が
あ
る
。
現
状
を
ど

う
思
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

観
光
な
ど
ア
ピ
ー
ル
す
る
ほ
ど
の
量

的
な
も
の
が
な
い
。
学
校
で
教
材
作
成
な
ど
し
て

後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

市
長

市
が
主
催
し
て
ど
う
と
か
い
う
ふ
う
に

は
な
ら
な
い
。
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
市
民
が
立
ち
あ
が
っ
て
活
動
す
る
分
に
は
応

援
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
　
　
　

県内製造業の概況

唐津街道の面影は看板と構え口のみ

阿部　友子
（連）

村松　謙二
（希来里）

市町村 事業所数 従業者数
（人）

製造品出荷額
（億円）

1 北九州市 1,036 48,009 21,282
2 苅 田 町 68 9,343 14,119
3 宮 若 市 59 9,944 7,880
4 福 岡 市 793 20,733 6,365
5 朝 倉 市 108 5,549 3,243
6 久留米市 408 11,711 3,229
9 古 賀 市 100 7,694 2,089
17 新 宮 町 70 3,760 917
33 宗 像 市 43 1,467 358
37 福 津 市 28 1,447 280

市町村別・平成26年工業統計
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（
答
）
子
育
て
、
教
育
が
大
事
。
若
者
が
働
け
る
市
に

女
性
や
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
に
な
っ
て
い
る
か

奴間 健司
（希来里）

（
答
）
そ
の
考
え
は
な
い
。
議
会
で
の
吟
味
が
主

市
長
自
ら
が
市
民
に
施
政
方
針
の
説
明
と
報
告
を

す
る
に
は
。

市
長

都
市
機
能
と
美
し
い
自
然
環
境
を
併
せ

持
っ
た
住
み
よ
い
ま
ち
で
あ
る
と
い
う
Ｐ
Ｒ
と
合

わ
せ
、
子
育
て
環
境
や
教
育
環
境
が
充
実
し
た
ま

ち
で
あ
る
こ
と
が
必
要
。

問

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
の
活
用
や
取
り
組

み
は
。

市
長

平
成
28
年
３
月
末
よ
り
運
用
開
始
。
引
き

続
き
制
度
周
知
を
図
り
、
移
住
希
望
者
に
重
点
的

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

市
長

情
報
を
収
集
し
な
が
ら
、
本
市
に
お
け
る

必
要
性
や
人
材
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

問

男
女
共
同
参
画
の
観
点
も
含
め
、
仕
事
と
家

庭
の
両
立
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
か
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長

「
育
児
及
び
介
護
休
業
の
規
定
」
が
あ
る

事
業
所
は
６
割
程
度
と
、
十
分
に
推
進
さ
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
が
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
確
立
と
社
会
参
画
へ
の
支
援
」
を
基
本

方
向
に
掲
げ
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

問

子
育
て
、
介
護
が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の

取
り
組
み
の
現
状
と
課
題
は
。

市
長

子
育
て
世
帯
に
は
、Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
（
い
っ
ぽ
）

事
業
の
拡
充
や
、
子
育
て
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活

動
で
、
地
域
の
中
で
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
き
た
。
今
後
も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

の
設
置
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充

実
と
、
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
り
子

育
て
支
援
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
介
護
が
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
は
、
介
護
を
抱
え
込
む
こ
と
が

な
い
よ
う
相
談
支
援
体
制
の
充
実
や

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
認
知

症
予
防
や
地
域
全
体
で
支
え
る
対
策

づ
く
り
の
構
築
が
必
要
と
考
え
る
。

問

若
者
が
住
み
続
け
た
い
ま
ち
に

ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。

問

来
年
４
月
に
国
保
体
制
変
更
に
伴
い
税
率
再

改
定
の
可
能
性
を
認
識
し
て
い
た
か
。

市
長

正
確
に
は
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。

問

県
が
示
す
納
付
金
が
現
行
税
率
を
上
げ
る
よ

う
な
数
字
で
あ
っ
た
ら
、
法
定
外
繰
入
し
て
負
担

軽
減
を
図
る
べ
き
だ
。

市
長

上
げ
た
く
な
い
の
は
や
ま
や
ま
だ
。

問

特
定
健
診
受
診
率
目
標
は
。

市
長

35
％
以
上
で
あ
る
。

問

新
年
度
は
健
康
政
策
の
骨
格
と
な
る
４
本
の

計
画
を
策
定
す
る
。
市
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
健
康

づ
く
り
推
進
本
部
が
必
要
だ
。

市
長

体
制
を
大
幅
に
変
更
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

施
政
方
針
の
発
表
・
報
告
会
を
開
催
し

市
民
の
評
価
・
審
査
を
受
け
た
ら
ど
う
か

問

市
長
の
施
政
方
針
説
明
を
録
画
し
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長

録
画
で
の
周
知
は
予
定
し
て
い
な
い
。

問

学
校
教
育
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
よ
う
に
発

表
会
・
報
告
会
を
開
催
し
市
民
の
評
価
・
審
査
を

受
け
た
ら
ど
う
か
。

市
長

そ
の
よ
う
な
考
え
は
な
い
。

問

各
部
長
が
部
の
目
標
・
計
画
の
説
明
を
。

市
長

今
後
検
討
す
る
。

問

５
月
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
各
部
に
対
応
し

た
市
民
委
員
会
、
サ
マ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

よ
る
課
題
抽
出
、
施
政
方
針
骨
格
に
基
づ
く
予
算

編
成
、
各
部
の
施
政
方
針
推
進
の
た
め
の
計
画
策

定
と
い
う
年
間
サ
イ
ク
ル
が
、
必
要
不
可
欠
で
は

な
い
か
。

市
長

新
た
な
作
業
が
増
え
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
上
が
る
か
ど
う
か
。
現
行
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

な
い
と
固
ま
ら
な
い
。

昨
年
の
国
保
税
大
幅
ア
ッ
プ
は
問
題
だ
ら
け

県
広
域
化
を
機
に
国
保
税
値
下
げ
を

問

２
年
以
内
の
赤
字
解
消
に
つ
い
て
、
県
の
指

導
で
は
な
く
助
言
だ
っ
た
と
訂
正
し
た
が
。

市
長

強
さ
は
違
う
が
、
市
の
方
針
が
ね
じ
曲
げ

女性が多くを担う教育・介護

施政方針のために必要な年間サイクル

平木　尚子
（公明党）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

予
算
議
会

決
算
議
会

施
政
方
針
・
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
報
告
会

施
政
方
針
・
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
発
表
会

施政方針の作成

市民評価アンケート

予算編成作業

市
役
所
各
課　

前
年
度
の
実
績
報
告
書

サ
マ
ー
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

予
算
編
成
説
明
会

市
長
記
者
会
見

平成27年度 古賀市男女共同参画社会に関する
市民及び事業所意識調査 報告書より
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◇一般質問の掲載は通告届け出順です。
◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

（
答
）
地
域
で
の
話
し
合
い
を
通
じ
、
解
決
策
を
見
出
す

地
域
農
業
活
性
化
に
向
け
課
題
に
ど
う
取
り
組
む

（
答
）
地
域
の
声
、
市
の
思
い
を
反
映
さ
せ
た
素
案
を
作
成
中

宮
地
岳
線
跡
地
活
用
の
進
捗
は

問

Ｊ
Ｒ
古
賀
駅
西
口
の
現
状
把
握
と
今
後
の
あ

り
方
は
。

市
長

近
年
の
西
口
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
立
地
や

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
た
商
店
が
増
え
、
空
き
地
な

ど
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
後
は
商
業
と
住
居
が
共
存
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問

古
賀
北
区
の
住
民
が
求
め
て
い
る
、
宮
地
岳

線
跡
地
の
計
画
の
進
捗
は
。

建
設
産
業
部
長

地
元
の
人
に
、
わ
か
り
や
す
い

素
案
を
作
成
し
て
い
る
。
地
域
の
声
、
本
市
の
思

い
を
反
映
さ
せ
た
も
の
を
示
し
た
い
。

問

地
元
と
の
協
議
に
市
長
の
出
席
を
求
め
た
い
が
。

市
長

適
切
な
時
期
に
、
協
議
の
場
に
出
向
き
、

市
民
の
声
を
聞
く
機
会
は
必
ず
作
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
。
た
だ
、
協
議
と
は
お
互
い
の
意
見
を
言
い

合
う
場
で
あ
る
か
ら
、
市
と
し
て
の
意
見
は
出
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

観
光
拠
点
に
も
な
る
可
能
性
、
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
、
西
口
の
調
査
研
究
、
宮
地
岳
線
跡
地
の
活

用
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
か
。

市
長

西
口
か
ら
海
岸
ま
で
の
地
域
は
、
基
本
的

に
は
生
活
の
場
、
居
住
地
域
と
位
置
づ
け
る
の
が

良
い
か
と
考
え
る
。

問

街
の
顔
の
あ
り
方
と
、
宮
地
岳
線
跡
地
の
活

問

耕
作
放
棄
地
（
遊
休
農
地
）
が
、
及
ぼ
す
影

響
と
増
加
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

市
長

耕
作
放
棄
地
は
、
害
虫
の
発
生
や
鳥
獣
被

害
の
増
加
な
ど
、
周
辺
の
営
農
に
も
悪
影
響
を
及

ぼ
す
の
で
、

①�

農
地
所
有
者
に
対
し
、
草
刈
り
な
ど
適
正
な

管
理
を
促
し
保
全
に
努
め
る
。

②
地
域
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
図
る
。

③�

農
地
中
間
管
理
機
構
を
利
用
し
た
、
新
し
い

担
い
手
の
参
入
を
推
進
す
る
。

④�

新
規
就
農
者
や
農
業
参
入
事
業
者
に
対
す
る

相
談
や
支
援
を
充
実
さ
せ
、
担
い
手
の
確
保
・

育
成
に
努
め
る
。

問

国
は
農
地
法
に
基
づ
き
、
耕
作
放
棄
地
の
固

定
資
産
税
を
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
増
税
さ
れ
る

農
地
は
通
常
の
８
割
増
に
し
、
減
税
す
る
農
地
は

通
常
の
二
分
の
一
に
す
る
こ
と
を
、
知
っ
て
い
る

の
か
。

市
長

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は

わ
か
ら
な
い
。

問

平
成
29
年
度
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
に
対
す
る

増
税
さ
れ
る
農
地
、
減
税
さ
れ
る
農
地
は
、
い
く

つ
あ
る
か
。

農
林
振
興
課
長

平
成
29
年
度
、
増
税
さ
れ
る
農

地
、
減
税
さ
れ
る
農
地
は
、
古
賀
市
に
お
い
て
は

用
は
切
り
離
せ
な
い
。
そ
の
地
域
で
暮
ら
す
人
の

幸
福
度
を
上
げ
る
こ
と
が
街
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
。

市
長

そ
の
よ
う
な
面
は
大
い
に
あ
る
。

問

で
は
行
政
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

市
長

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
、
行
政
か
ら
お
願
い

す
る
こ
と
は
多
々
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
住
民
の
自

発
的
な
盛
り
上
が
り
を
受
け
止
め
る
こ
と
も
あ
る
。

　
片
側
通
行
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
。
両
方
相

ま
っ
て
、ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

問

お
互
い
歩
み
寄
り
、
住
民
の
声
を
優
先
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

な
い
。

問

今
回
、
市
民
農
園
を
開
設
し
た
背
景
は
。

農
林
振
興
課
長

今
回
の
農
地
が
、
農
地
と
し
て

使
用
で
き
て
い
な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
、
市
民
農

園
と
し
て
再
生
し
た
。

問

申
請
地
は
、ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
の
か
。

農
林
振
興
課
長

農
業
委
員
会
の
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
に
お
い
て
、
違
反
の
疑
い
の
あ
る
農
地
で

あ
っ
た
。

問

農
業
委
員
会
で
、「
農
地
で
あ
る
か
確
認
が

取
れ
な
い
」
な
ど
の
様
々
な
意
見
が
あ
る
が
。

農
林
振
興
課
長

農
業
委
員
会
で
の
指
摘
、
意
見

の
す
べ
て
を
申
請
者
に
伝
え
て
、
現
在
４
月
開
設

に
向
け
動
い
て
い
る
。

年々増える耕作放棄地（遊休農地）

跡地でつくし摘み

福崎　智之
（自由クラブ）

髙原　伸二
（志成会）

一
　

般
　

質
　

問

こが市議会だより79号15



デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

�

６
月
か
ら
試
験
運
用
予
定

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

�

利
便
性
は

古
賀
市
の
魅
力
を

�

動
画
サ
イ
ト
な
ど
で
発
信

将
来
の
財
政
負
担
を
軽
減
し

�

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
確
保

総
務
委
員
会

委
　

員
　

長

　
岩
井
　

秀
一

副
委
員
長

　
田
中
　

英
輔

森
本
　

義
征

井
之
上
　

豊

村
松
　

謙
二

清
原
　

哲
史

２月９日

　
危
機
管
理
係
よ
り
、
防
災
行
政
無
線
設
備
デ
ジ

タ
ル
化
工
事
で
は
市
役
所
内
工
事
、
屋
外
拡
声
子

局
設
置
及
び
テ
ス
ト
な
ど
を
、
１
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
順
次
進
め
て
い
く
こ
と
と
、
古
賀
市
清
掃

工
場
の
ト
ラ
ブ
ル
と
対
応
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

問　
屋
外
拡
声
子
局
の
故
障
や
維
持
補
修
な
ど
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
地
元
業
者
が
迅
速
に
対
応
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

契
約
し
て
い
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
と
の
間
で
、

電
気
工
事
や
土
木
工
事
は
、
市
内
の
業
者
で
進
め

て
い
る
。

問　
清
掃
工
場
の
事
故
の
原
因
と
再
発
防
止
策
は

ど
う
す
る
の
か
。

答　
事
故
の
原
因
は
可
燃
ゴ
ミ
の
中
に
金
属
が
混

入
し
、
焼
却
用
の
コ
ン
ベ
ア
に
か
み
こ
ん
だ
た
め

停
止
し
た
も
の
で
あ
る
。
再
発
防
止
策
は
、
清
掃

工
場
の
構
成
自
治
体
２
市
１
町
が
同
じ
テ
ー
マ

で
、
可
燃
ご
み
の
啓
発
の
取
り
組
み
を
行
う
。
古

賀
市
で
は
２
月
号
の
広
報
で
市
民
に
啓
発
し
た
。

　
情
報
管
理
係
よ
り
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
、
新
た
に
中
央
公

民
館
と
交
流
館
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
始

め
た
こ
と
、
ま
た
導
入
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
た

が
、
い
ず
れ
の
施
設
も
ア
ク
セ
ス
数
が
伸
び
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

問　
今
後
、
利
用
で
き
る
場
所
を
拡
大
す
る
の
か
、

利
便
性
は
ど
う
か
。

答　
主
な
公
共
施

設
は
設
置
済
み
で

あ
り
、
基
本
的
に

は
各
施
設
の
管
理

者
が
検
討
す
る
。

こ
の
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
は
市
民
向
け

の
サ
ー
ビ
ス
で
、

当
面
は
現
行
通
り

で
問
題
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
広
報
秘
書
係
よ
り
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

古
賀
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ム
ー
ビ
ー
の
進
捗
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
受
託
業
者
は
株
式
会

社
西
日
本
新
聞
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
。
４
月
か
ら
の
公

開
に
向
け
て
準
備
中
。

問　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
災
害
時
や
選
挙
の
際

に
つ
な
が
り
に
く
い
が
、
容
量
を
増
や
す
考
え
は
。

答　

非
常
時
と
平
時
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
費
用
対
効

果
を
考
慮
し
た
上
で
、
現
状
維
持
で
い
き
た
い
。

問　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ム
ー
ビ
ー
の
内
容
や
発
信

の
仕
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
古
賀
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
意
味
で
、

企
業
誘
致
・
定
住
促
進
・
市
民
向
け
の
３
本
の
撮

影
を
行
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
無
料
動
画

サ
イ
ト
、
受
託
業
務
者
が
提
携
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
つ
が
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
管
財
係
よ
り
、
古
賀
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

問　

公
共
施
設
な
ど
を
20
％
削
減
す
る
根
拠
や
、

今
後
40
年
間
に
か
か
る
更
新
費
用
の
試
算
は
し
て

い
る
か
。

答　
今
後
40
年
間
の
平
均
更
新
費
用
は
年
間
16
億

９
０
０
０
万
円
と
試
算
。
直
近
５
年
間
の
投
資
的

経
費
の
平
均
額
は
年
間
10
億
９
０
０
０
万
円
で
あ

り
、
単
純
計
算
で
35
％
不
足
す
る
。
そ
こ
で
40
年

間
か
け
て
延
べ
床
面
積
ベ
ー
ス
に
お
い
て
２
割
ほ

ど
削
減
し
、
削
減
し
た
部
分
の
維
持
管
理
費
を
、

更
新
費
用
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
施
設
の

更
新
タ
イ
ミ
ン
グ
時
に
、
適
切
な
量
や
床
面
積
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
実
現
不
可
能
で
は

な
い
と
考
え
る
。

動画で古賀市の魅力をPR

交流館でもWi-Fi 環境が整う

コスモス館なども対象に

常
任
委
員
会
報
告
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教
育
委
員
会
か
ら
情
報
発
信

「
ゆ
い
」
を
地
域
福
祉
の
拠
点
、

�

地
域
介
護
予
防
の
拠
点
に

し
し
ぶ
児
童
セ
ン
タ
ー
新
設

障
が
い
者
就
労
な
ど
支
援
の
現
状
は

子
育
て
支
援
、
さ
ら
に
推
進

文
教
厚
生
委
員
会

委
　

員
　

長

　
吉
住
　

長
敏

副
委
員
長

　
阿
部
　

友
子

伊
東
　

洋
子

平
木
　

尚
子

福
崎
　

智
之

内
場
　

恭
子

１月30日
２月  ６日

　
教
育
総
務
課
よ
り
、
１
月
４
日
か
ら
教
育
委
員

会
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
立
ち
上
げ
、
タ
イ
ム

リ
ー
に
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
、今
後
は
、

イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
旬
な
ネ
タ
を
随
時
ア
ッ
プ
す

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

問　
ど
こ
が
担
当
す
る
の
か
。

答　
毎
週
、
教
育
委
員
会
の
課
を
順
番
に
変
え
て

い
く
の
が
基
本
。

問　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
反
応
は
。

答　
閲
覧
数
は
延
べ
約
６
９
０
０
件
で
、
好
調
に

運
用
さ
れ
て
い
る
。

問　
各
学
校
へ
の
リ
ン
ク
は
で
き
な
い
か
。

答　
教
育
委
員
会
を
軸
に
、
11
校
の
情
報
運
用
で

利
活
用
を
伸
ば
す
方
向
で
学
校
と
調
整
し
た
い
。

　
介
護
支
援
課
よ
り
、
地
域
支
え
合
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
、
地
域
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
ゆ
い
）
の
事
業
を
、

平
成
30
年
度
か
ら
、
各
行
政
区
で
地
域
福
祉
を
展

開
し
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
す
る
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

問　
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用
及
び
養
成
は

ど
の
よ
う
な
計
画
な
の
か
。

答　
現
在
、
２
０
０
人
の
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

の
登
録
が
あ
る
。
今
後
、
福
祉
会
な
ど
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
共
有
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

制
を
導
入
し
て
い
く
こ
と
で
一
本
化
し
、
徐
々
に

増
や
し
て
い
き
４
０
０
人
を
め
ざ
す
。

問　
こ
れ
ま
で
「
ゆ
い
」
に
関
わ
っ
て
き
た
方
へ

の
対
応
は
。

答　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
地
域
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
と
い
う
、
本
来
の
方
針
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
よ
う
伝
え
続
け
る
。

問　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
で
、

苦
情
な
ど
は
な
い
か
。

答　
順
調
に
移
行
し
、
苦
情
な
ど
は
な
い
。

教育委員会のフェイスブックの画面

新しい居場所となる２階の交流室

　
青
少
年
育
成
課
よ
り
、
古
賀
中
校
区
内
に
児
童

館
を
整
備
す
る
た
め
、
既
存
の
公
共
施
設
を
改
修

し
、
受
付
窓
口
の
新
設
、
ト
イ
レ
改
修
、
多
目
的

ト
イ
レ
の
増
設
、
図
書
館
、
学
習
室
を
設
置
し
た

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

問　
青
年
に
対
す
る
居
場
所
づ
く
り
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
、
利
用
者
の
階
層
別
の
記
録
を
と
っ

て
ほ
し
い
。

答　
来
場
者
数
に
つ
い
て
は
、
し
し
ぶ
児
童
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
も
累
計
を
と
り
た
い
。

　
福
祉
課
よ
り
、
平
成
28
年
度
の
就
職
者
が
10
人
、

職
場
体
験
を
さ
れ
た
方
が
71
人
。
就
職
者
の
就
職

先
業
種
は
製
造
業
、
荷
物
の
仕
分
け
作
業
、
事
務

補
助
、
販
売
で
す
。
職
場
体
験
者
の
体
験
先
業
種

は
販
売
補
助
、
清
掃
、
商
品
出
し
、
事
務
補
助
、

荷
物
の
仕
分
け
作
業
で
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
１

月
現
在
、
古
賀
市
内
に
は
通
所
の
支
援
事
業
所
は

15
事
業
所
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

問　
報
道
で
あ
っ
た
よ
う
な
、
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
お
け
る
給
付
金
の
不
正
受
給
は
、

古
賀
市
で
は
あ
っ
た
の
か
、
な
か
っ
た
の
か
。

答　
不
正
受
給
は
な
い
と
判
断
。

問　
障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
に
よ
る
新
た
な
対

応
は
。

答　
職
員
の
対
応
要
領
の
平
成
28
年
度
内
策
定
を

進
め
て
い
る
。

問　
障
が
い
者
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
対
応
は
。

答　
就
労
移
行
支
援
事
業
所
で
パ
ソ
コ
ン
の
訓
練

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

問　
就
職
者
10
人
の
古
賀
市
内
へ
の
就
職
数
、
職

場
体
験
の
協
力
事
業
所
数
、
職
場
体
験
参
加
者
の

就
職
者
数
は
。

答　
市
内
５
事
業
所
、
職
場
体
験
の
協
力
事
業
所

数
は
市
内
８
、
市
外
７
、
職
場
体
験
参
加
者
71
人

の
う
ち
５
人
が
職
場
体
験
先
に
就
職
し
た
。

　
子
育
て
支
援
課
に
対
し
て
、
委
員
よ
り
質
問
。

問　
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
対
応
は
。

答
　
０
歳
か
ら
２
歳
児
対
応
の
小
規
模
保
育
所
２

園
が
開
設
準
備
中
。
花
鶴
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
が
認

定
こ
ど
も
園
の
開
設
予
定
。

問　
私
立
保
育
園
の
保
育
士
確
保
援
助
は
。

答　
公
立
に
応
募
さ
れ
た
方
で
も
私
立
保
育
所
の

条
件
面
が
合
え
ば
、
つ
な
ぐ
こ
と
を
検
討
。

常
任
委
員
会
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市
民
建
産
委
員
会

委
　

員
　

長

　
髙
原
　

伸
二

副
委
員
長

　
渡
　

　
孝
二

奴
間
　

健
司

古
賀
　

誠
視

松
島
　

岩
太

姉
川
さ
つ
き

１月31日
２月  １日

地
域
猫
対
策
の
具
体
化
は

は
な
み
公
園
竣
工
式
開
催

川
か
ら
立
木
が
消
え
た

ま
ち
の
逸
品
部
・
優
良
賞
受
賞

路
面
下
空
洞
調
査
に
予
算
計
上

　
環
境
課
に
対
し
て
、
委
員
よ
り
質
問
。

問　

昨
年
６
月
議
会
で
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請

願
、
地
域
猫
の
対
策
に
つ
い
て
採
択
を
し
た
が
、

来
年
度
以
降
の
具
体
策
は
。

答　

環
境
課
と
し
て
事
業
化
に
向
け
予
算
要
求
を

し
て
い
る
。

問　

公
募
型
補
助
金
で
２
３
６
匹
の
猫
の
不
妊
手

術
を
実
施
し
、
２
０
１
５
年
に
は
殺
処
分
を
減
ら

す
事
が
で
き
た
。
地
域
猫
対
策
に
予
算
要
求
も
し

た
と
あ
る
が
。

答　

地
域
猫
対
策
は
地
域
の
協
力
も
必
要
な
事
か

ら
分
か
り
や
す
い
方
法
や
制
度
を
検
討
。

問　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
、
活
動
の
デ
ー
タ
で

は
所
有
者
不
明
猫
の
引
き
取
り
数
は
例
年
60
匹
ぐ

ら
い
で
、
半
分
の
30
匹
ほ
ど
が
５
月
に
集
中
し
、

地
域
も
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
地

域
の
区
長
ら
と
の
取
り
組
み
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

答　

猫
の
引
き
取
り
数
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。

地
域
か
ら
の
相
談
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
や
地

域
の
住
民
と
連
携
し
て
、
引
き
取
り
数
を
減
ら
す

取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

　
都
市
計
画
課
よ
り
、
平
成
29
年
１
月
21
日
に
、

市
の
関
係
者
や
花
見
１
区
区
長
、
多
く
の
地
域
住

民
が
見
守
る
中
、
は
な
み
公
園
の
竣
工
式
を
終
え

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

立
派
な
公
園
が
で
き
地
域
の
方
や
子
ど
も
た

ち
も
非
常
に
喜
ん
で
い
る
。
課
題
と
し
て
水
道
や

ト
イ
レ
に
つ
い
て
ど
う
す
る
の
か
。

答　

水
道
と
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
も
要
望
が
あ
り
、
今
後
検
討
す
る
。
植
栽
や

水
の
管
理
は
業
者
に
委
託
す
る
。

　
建
設
課
よ
り
、
県
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
22

件
の
道
路
・
河
川
な
ど
の
建
設
や
整
備
事
業
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問　
大
根
川
の
庄
橋
か
ら
蔵
園
橋
の
工
事
区
間
が

除
草
工
事
か
ら
伐
木
工
事
へ
の
変
更
は
、
市
か
ら

県
へ
の
要
望
を
、
反
映
し
て
な
の
か
。

答　
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

問　
従
来
か
ら
実
現
で
き
な
か
っ
た
大
根
川
の
除

草
・
伐
木
工
事
に
つ
い
て
、
市
か
ら
の
働
き
か
け

で
新
た
に
拡
大
し
た
と
こ
ろ
は
。

答　
大
根
川
の
渓
雲
寺
橋
下
流
の
除
草
・
伐
竹
工

事
、
青
柳
川
、
新
橋
堰
下
流
か
ら
迎
田
橋
の
間
の

伐
竹
工
事
と
、
谷
山
川
の
西
ノ
前
堰
か
ら
川
原
堰

ま
で
の
除
草
工
事
も
、
平
成
28
年
度
に
新
し
く
取

り
組
ん
で
も
ら
っ
た
。

　
農
林
振
興
課
よ
り
、
産
経
新
聞
社
主
催
「
ふ
る

さ
と
名
品
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
に
お
け
る
、
自

治
体
が
勧
め
る
地
域
の
逸
品
「
ま
ち
の
逸
品
」
部

門
に
、
全
国
の
自
治
体
か
ら
56
商
品
の
応
募
が
あ

り
、
ヤ
ス
タ
ケ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
「
５
色
の
に
ん

じ
ん
ス
ト
レ
ー
ト
ジ
ュ
ー
ス
」
が
優
良
賞
受
賞
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
建
設
課
に
対
し
て
、
委
員
よ
り
質
問
。

問　
一
般
質
問
で
博
多
駅
前
の
陥
没
事
故
を
踏
ま

え
、
路
面
下
の
空
洞
化
の
調
査
の
提
案
が
あ
っ
た

が
、
建
設
課
と
し
て
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　
路
面
下
空
洞
調
査
で
予
算
の
計
上
を
し
て
お

り
場
所
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
課
及
び
水
道
課
と

今
後
協
議
を
し
、
管
路
の
古
い
箇
所
・
交
通
量
の

多
い
箇
所
を
優
先
的
に
実
施
し
て
い
く
。

伐木工事で安全な大根川に

優良賞受賞おめでとうございます

待ちに待ったはなみ公園が開園

常
任
委
員
会
報
告

こが市議会だより79号 18



よ
う
こ
そ
古
賀
市
へ

視
察
受
け
入
れ

★
２
月
２
日

　

千
葉
県
成
田
市議

会
運
営
委
員
会　

議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察

　
政
策
推
進
会
議
、
自
由
討
議
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
な
ど
に
つ
い
て
質

疑
を
受
け
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

★
２
月
７
日

　

大
阪
府
泉
大
津
市議会

運
営
委
員
会　

議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察

　
議
会
報
告
会
、
市
民
参
加
の
状
況
、

政
策
推
進
会
議
、
自
由
討
議
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

★
４
月
13
日

　

富
山
県
小
矢
部
市議会

運
営
委
員
会　

議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察

公
共
交
通
に
つ
い
て
議
会
か
ら
提
言
　
～
政
策
推
進
会
議
～

政 策 推 進 会 議
〈〈古賀市の公共交通体系の確立に向けての提言〉〉

古賀市議会政策推進会議　会長　田中　英輔

　古賀市議会基本条例に基づき設置された政策推進会議で「古

賀市公共交通」について平成 27年 6月から平成 29年 2月ま

で現地調査、市民アンケート、議員、会派、議員グループから

意見、構想を出し合い調査研究を行いました。古賀市の公共交

通体系の確立に活かされるよう以下の提言をいたします。

①現在の西鉄路線バスの維持と発展は必要である
　�　年間26万人近い利用者があり、市民にとって日常生活に

なくてはならない移動手段である。西鉄路線バスは基幹交

通として重要である。

②公共交通は福祉的かつ教育的視点で検討すべきである
　�　高齢者の外出促進、市民の健康管理、社会教育を享受す

る環境など、安全で低廉な価格で利用できる利便性の良い

交通環境が保証される必要がある。

③利用者の目的にあった改善を求める声を聴くべきである
　�　路線バスの運行は、市民の要望、目的に合ったものが必

要である。利用者の声を聴き、それを反映した運行は、今

は利用していない市民の利用促進にもつながる。市民からの

意見、要望は料金よりもバスの便数や路線の改善を求める

声が多い点が特徴のひとつであった。

④廃止路線の復活や路線の見直しに取り組む必要がある
　�　市は公共交通サービス圏をバス停から半径 500メートルと

して運行を行っている。交通空白地区の解消という点から薦野

系統の清滝までの復活や路線の見直しに取り組む必要がある。

⑤その他
　�　補完的交通の手段、地域サポート補助について、さらに

検討すべきである。

会
長　

田
中　
英
輔

　
前
期
（
平
成
23
年
～
26
年
）
の
「
議
会
に
お
け

る
災
害
対
応
」
に
続
き
、
平
成
27
年
６
月
か
ら
「
市

内
公
共
交
通
」に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
８
月
～
９
月
に
行
っ
た
調
査
活
動
な

ど
の
結
果
を
、
会
派
、
グ
ル
ー
プ
、
議
員
か
ら
出

さ
れ
た
構
想
に
反
映
し
、
意
見
交
換
と
調
査
研
究

を
行
い
ま
し
た
。

　
西
鉄
路
線
バ
ス
の
維
持
と
発
展
は
必
要
、
検
討

は
福
祉
的
・
教
育
的
視
点
で
、
な
ど
の
点
を
提
言

と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
調
査
研
究
の
中
で
出
さ
れ
た
、
路

線
・
運
行
ダ
イ
ヤ
の
改
善
、
補
完
的
交
通
手
段
な

ど
様
々
な
意
見
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る

課
題
と
し
て
報
告
書
に
記
述
し
、
市
長
に
報
告
し

ま
し
た
。

　
提
言
・
報
告
書
は
古
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
議
会

ト
ピ
ッ
ク
ス
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
調
査
研
究
に

ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ

ま
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

政
策
推
進
会
議
・
視
察
受
入
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議
員
の
任
期
は
１
期
４
年
。

　
初
め
て
議
会
人
に
な
っ
た
議

員
も
任
期
半
ば
に
な
り
ま
し
た
。

予
算
審
査
も
２
回
目
を
経
験
し
、

市
の
お
金
の
動
き
、
考
え
方
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
古
賀
市
の
未
来

を
思
い
描
き
な
が
ら
、
住
民
の
声

を
生
か
し
た
審
議
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
19
人
の
議
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
や
思
想
が
あ
り
、
行
動
範
囲

も
様
々
で
す
が
、
変
わ
ら
な
い
こ

と
は
ひ
と
つ
。
昔
も
今
も
、
こ
れ

か
ら
も
「
こ
こ
が
ふ
る
さ
と
」
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
人
が
増
え

る
よ
う
に
活
動
し
て
い
る
こ
と

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
街
の
声
を
市
政

に
生
か
せ
る
よ
う
お
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
福
崎
）

議
会
報
編
集
常
任
委
員
会

委
　

員
　

長
　
内
場
　

恭
子

副
委
員
長
　
福
崎
　

智
之

委
　
　
員
　
阿
部
　

友
子

　

〃
　

　
　
平
木
　

尚
子

　
　

〃
　

　
　
古
賀
　

誠
視

　
　

〃
　

　
　
村
松
　

謙
二

編
集
後
記

表
紙
の
言
葉

　

筵
内
地
区
の
菜
の
花
畑
を
訪

れ
た
子
ど
も
２
人
。
指
差
す
先
に

は
、
鯉
の
ぼ
り
と
幸
せ
の
黄
色
い

ハ
ン
カ
チ
。
２
人
に
幸
せ
を
。

第
１
回
定
例
会
の
傍
聴
者
は
48
人
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
は
６
月
８
日
（
木
曜
日
）
開
催
予
定
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
中
継
・
録
画
配
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

インターネット
議会中継・録画配信中
古賀市議会 検索

会議中の「サポーター会」の皆さん

市民活動紹介
ボランティア
訪　問　㉔
まちの草の根活動
紹介しま～す！

　
中
川
区
の「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

が
全
世
帯
対
象
に
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
平
成
25
年

に
立
ち
あ
が
っ
た
の
が
「
サ
ポ
ー

タ
ー
会
」
で
す
。
日
常
生
活
に
不
自

由
し
て
い
る
高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
組
織
で
す
。

　
現
在
会
員
は
13
人
で
す
。
定
例
会

を
２
カ
月
に
１
回
行
い
、
区
民
か
ら

要
望
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
２
人
体

制
で
そ
の
家
に
出
向
き
作
業
を
し
ま

す
。
平
成
27
年
度
は
22
回
、
28
年
度

は
40
回
の
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
活
動
内
容
は
、草
刈
り
・
ご
み
出
し
・

片
付
け
・
電
球
の
取
り
換
え
な
ど
で

す
。
活
動
を
し
た
後
は
、
様
式
に
の
っ

と
っ
た
報
告
書
で
記
録
を
残
す
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、サ
ポ
ー
タ
ー

全
員
に
名
札
や
お
揃
い
の
手
袋
・
帽

子
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
課
題
は
、
同
じ
人
が
ひ
と
月
に
何

度
も
依
頼
さ
れ
る
こ
と
や
、
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
方
も
同
じ
人
に
偏
っ
て
い

る
傾
向
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
今
後
は
、
活
動
の
認
知
度
を
上
げ

て
利
用
者
の
裾
野
を
広
げ
、
サ
ポ
ー

タ
ー
の
人
数
も
増
や
し
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

連
絡
先
：
会
長　

西に
し　
　

義よ
し

昭あ
き

（
０
９
２
－
９
４
３
－
２
３
７
５
）
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議会事務局／電話（092）942-1134　FAX（092）942-1160

中
川
区
「
サ
ポ
ー
タ
ー
会
」

～
ご
近
所
の
助
け
合
い
、　
　
　
　
　
　
　

困
り
ご
と
引
き
受
け
ま
す
～

中
川
区
「
サ
ポ
ー
タ
ー
会
」

～
ご
近
所
の
助
け
合
い
、　
　
　
　
　
　
　

困
り
ご
と
引
き
受
け
ま
す
～

インターネット議会中継・録画配信中インターネット議会中継・録画配信中
インターネット議会中継をご覧いただくには、パソコンで
http://www.city.koga.fukuoka.jp/の

トップ画面⇒古賀市議会⇒インターネット議会中継⇒録画中継⇒
議員名か会議名で検索できます。
スマートフォン、タブレットでも見られるようになりました。

古賀市議会　中継・
録画配信のQRコード

古賀市議会
HPのQRコード
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平成 29年第１回定例会　議案の議員別賛否一覧
会期：平成２９年２月２７日～３月２７日

号
　
数

議
案
名

結
　
果

反
　
対
：

賛
　
成

阿
部
　
友
子

伊
東
　
洋
子

髙
原
　
伸
二

平
木
　
尚
子

奴
間
　
健
司

岩
井
　
秀
一

田
中
　
英
輔

福
崎
　
智
之

古
賀
　
誠
視

森
本
　
義
征

松
島
　
岩
太

吉
住
　
長
敏

井
之
上
　
豊

内
場
　
恭
子

姉
川
さ
つ
き

渡
　
　
孝
二

村
松
　
謙
二

清
原
　
哲
史

結
城
　
弘
明

1 専決処分（古賀市税条例等の一部改正） 承認 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
職
の
た
め
、
表
決
に
参
加
し
な
い

2
専決処分（平成 28年度古賀市一般会計補正予算（第
5号））

承認 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3
専決処分（古賀市道における道路管理瑕疵に係る
損害賠償）

承認 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 古賀市まちづくり基本条例の制定 総務委員会継続審査

5 古賀市立ししぶ交流センター条例の制定 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 古賀市個人情報保護条例の一部改正 可決 17：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

7
義務教育施設整備基金条例及び古賀市庁舎等建設
資金積立金条例の一部改正

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 古賀市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 古賀市介護保険条例の一部改正 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10
古賀市立テニスコート設置条例及び古賀市勤労者
テニスコート設置条例の一部改正

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11
古賀市農業集落排水処理施設条例及び古賀市下水
道条例の一部改正

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12
古賀市地区計画の区域内における建築物の制限に
関する条例の一部改正

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 古賀市勤労者研修センター設置条例の一部改正 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 平成 29 年度古賀市一般会計予算 可決 17：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

15 平成 29年度古賀市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 平成 29 年度古賀市国民健康保険特別会計予算 可決 17：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

17 平成 29 年度古賀市後期高齢者医療特別会計予算 可決 17：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

18 平成 29 年度古賀市介護保険特別会計予算 可決 17：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

19 平成 29 年度古賀市公共下水道事業特別会計予算 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 平成 29 年度古賀市農業集落排水事業特別会計予算 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 平成 29 年度古賀市水道事業会計予算 可決 17：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

22 平成 28 年度古賀市一般会計補正予算（第 6号） 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23
平成 28 年度古賀市住宅新築資金等貸付事業特別会
計補正予算（第 1号）

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24
平成 28 年度古賀市国民健康保険特別会計補正予算
（第 6号）

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25
平成 28 年度古賀市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第 3号）

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 平成28年度古賀市介護保険特別会計補正予算（第3号） 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27
平成 28年度古賀市公共下水道事業特別会計補正予算
（第3号）

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28
平成 28 年度古賀市農業集落排水事業特別会計補正
予算（第 4号）

可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 平成 28 年度古賀市水道事業会計補正予算（第 3号） 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 町及び字の区域及び名称の変更 可決 18：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31
通信回線を用いた電子計算機の結合（コンビニエンス
ストア等における証明書等の自動交付サービス事業）

可決 16：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

32
第 14 号議案平成 29 年度古賀市一般会計予算につ
いてに対する決議

可決 10：8 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ○

○は賛成　●は反対　議員は議席番号順　■■は議員提出議案

こが市議会だより79号　別刷り



注）会期日程は、６月５日（月）の議会運営委員会決定後、市役所ロビーなどに掲示します。
◎�本会議でのすべての質疑・討論の記録は「議会会議録」に収録されています。また、議会ホームページでもご覧にな
れます。会議録は、議会事務局で販売閲覧、市立図書館で閲覧できます。
◎�議会の本会議、各委員会は傍聴することができます。（本会議の傍聴席は４６席、委員会傍聴席は原則５～１０席です）
◎請願書の締切りは６月１日（木）午後５時です。
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９
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９
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26
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９
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会
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終
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職
員
の
異
動
が

あ
り
ま
し
た
！

お
疲
れ
様
で
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

退　
　

職

　
力
丸 

由
美
子
（
再
任
用
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彩
加
（
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事
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動
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長
野
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業
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こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

�

お
願
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し
ま
す
。

「
附
帯
決
議
」
っ
て
な
あ
に
？

　�

　
附
帯
決
議
と
は
、
可
決
さ
れ
た
案
件
に
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し
、
事

業
を
執
行
す
る
上
で
の
要
望
や
留
意
事
項
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述
べ
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た
め
に
提
出
さ
れ
る
も
の
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す
。
法
的
な
拘
束
力
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
政
治
的
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　�

　
今
定
例
会
で
は
、「
公
共
交
通
」
に
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い
て
議
員

よ
り
提
案
さ
れ
、
本
会
議
で
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

「
継
続
審
査
」
っ
て
な
あ
に
？

　�

　
議
会
は
、
３
月
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６
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９
月
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12
月
の
定
例
会
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期
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お
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た
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り
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り
ま
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。
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継
続
審
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出
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す
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審
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す
。
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後
、
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審
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を
継
続
し
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す
。
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・
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０
０
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４

３
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岡
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介
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０
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